
地

球

節
十
川
啓

あ
る
B
og
ostoff
lslan
d
は
角
閃
石
安
山
岩
よ
か

成
み
よ
-
こ
れ
と
諾
関
し
て
ゐ
て
'
ア
レ
タ
ー
列

島

の
も
の
で
あ
ら
う
と
の
推
定
を
助
け
る
傍
紀
と

な
る
○

(
但
し
該
降
灰
を
同
島
の
も
の
と
断
定
す
る
も
の

で
は
老

い
)

六
.
駒
ヶ
岳
の
披
堺
贋
熔
岩
と
も
化
撃
成
分
上
は
於

て
密
接
な
馳
係
を
有
し
基
に
環
太
平
洋
岩
城
の
火

･;
岩
の
特
性
を
具

へ
て
ゐ
る
｡

佐

賀

願

の

地

理

餌
三
朗

六
〇

二
〇

七
へ
千
島
列
島
の
枚
輪
島
に
於
で
も

7
昨
年
二
月
十

四
日
と
本
年
二
月
十
三
日
と
は
火
柱
天
に
坤
す
る

大
噴
火
を
始
め
､
多
量
の
塵
灰
･,kJ降
下
し
た
｡
rJ

れ
は

､､S
m
ok
e｡
式
の
噴
火
で
あ
っ
て
.
本
文
の

降
次
と
そ
の
軌
を

1
つ
に
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

終
に
臨
み
本
資
料
を
筆
者
に
提
供
r
u机
た
武
文
窪
氏

は
封
し
擢
ん
で
深
謝
の
意
む
表
す
｡

(
昭
利
五
年
七
月
十
四
日
稿
)

地
誌
の
研
究
は
地
相
麓
に
よ
っ
て
を
す
べ

き
で
あ
る

が
'
他
州
国

へ
の
階
梯
と
し
て
､
政
治
憧
調
教
用
以
た
.

故
に
'
地
理
撃
的
研
究
の
推
論
に
連
す
る
段
階
に
至
っ

た
時
に
は
､
地
理
匿
に
よ
る
で
あ
ら
う
｡
本
誌
第
十
三

窟
雛

.i
批

『
佐
賀
順
の
抽
理
』
ほ
て
は
､
捷
業
地
相
の

(

〓

)

小

薗

菓

一
面
と
入
日
に
幽
す
る
考
察
を
記
述
し
'
説
明
は
可
及

的
に
差
控

へ
な
の
で
あ
っ
た
｡
本
文
に
で
は
p
気
候
及

人
口
に
つ
い
て
簡
単
を
記
述
を
な
し
p
諸
賢
の
御
指
数

を
仰
ぎ
た

い
と
皿
ふ
.

佐
加爪形仰
の
他
州
即
死



[
､
地
形

本
文
?

二
'
窺
俵

本
文
｡

三
､
土
地
の
利
用

地
球
節
十
三
怨

f
鶴

田
､
産
米

衝
略
｡

五
'
交
池

k-
略
｡

大
､
衆
搭

地
球
十
三
怨

1
触
及
本
文
｡

七
'
地
排
尿

地
球
十
三
傘

】
班
O

!
p

地
形
の
概
観

常
地
域
は
'
北
部
に
筑
紫
山
系
'
阿
部
に
多
良
岳
火

山
群
が
あ
-
.
光
南
は
筑
紫
平
野
と
在
っ
て
筑
後
と
同

様
な
風
景
形
態
数
量
す
る
｡

筑
紫
山
系
は
幾
多
の
北
西
-
南
光

｡
北
東
-

南
関
の

両
方
向
の
断
層
は
よ
づ
て
'
竜
ザ
イ
ブ
ク
を
構

造
を
有

し
て
ゐ
る
｡
遠
賀
川
､
御
笠
川
の
地
溝
は
韮
在
る
79
の

で
あ
-
七
枚
浦
川
の
断
簡
の
谷
も
横
断
交
通
路
と
し
て

朝
骨
は
韮
嬰
で
あ
る
.
遠
賀
川
地
溝
は
､
第
三
紀
に
沈

積
r
Jれ
た
本
邦
最
盛
の
炭
打
で
あ
-
'
昨
秋
'
長
原
線

が
開
通
し
て
か
ら
.
鳥
栖
久
留
米
方
面
は
於
け
る
於
浦

炭
田
の
市
場
は
縮
少
し
っ
j
あ
る
ら
し
い
O

御
笠
川
の
低
地
に
は
.
略
々
中
央
部
に
太
宰
府
が
あ

ら
'
北
は
大
野
城
､
水
城
､
南
は
基
鮮
城
に
よ
っ
て
固

め
ら
れ
'
西
方
ア
.I,>
ア
大
陸
に
封
す
る
前
紋
は
静
-
～

佐
教
妹
の
地

靴

宙
水
､
閥
防
上
重
大
在
る
･節
義
を
覆
し
て
兼
ね
0

御
笠
川
低
地
と
於
浦
川
の
低
地
と
の
間
は
挟
ま
れ
る

地
塊
が
.
脊
振
山
地
で
あ
る
｡
生
け
花
尚
岩
は
よ
っ
て

構
成
さ
れ
､

t
庶
準
平
原
に
開
析
さ
れ
､
其
の
後
降
起

し
浸
蝕
は
復
活
し
､
河
床
は
掘
下
げ
ら
れ
､
谷
壁
の
傾

斜
は
塘
大
し
た
の
で
あ
る
｡
紋
1

老
年
期
の
地
貌
敬
具

す
る
の
は
'
隆
起
畳
が
著
し
-
夜
か
っ
た
か
､
後
に
起

っ
た
沈
降
が
精
々
大
き
か
つ
ね
為
で
あ
ら
う
と
凪
は
れ

る
｡
脊
振
山
塊
は
略
々
北
西

.
1
南
東
の
方
向
の
地
塵
状

を
覆
し
'
活
傾
動
地
塊
で
あ
る
と
息
は
れ
る
班
由
が
あ

-
､
西
南
に
群
る
天
山
地
塊
と
典
に
､
中
央
線
の
西
部

を
な
す
松
山
'
伊
苗
盈
線
に
よ
っ
て
長
崎
三
角
地
域
と

按
す
る
｡
比
は
述
ぶ
る
大
部
分
の
地
方
に
於
で
は
､
断

層
軍
棟
が
著
し
か
っ
た
ら
し
-
'
朝
日
出
等
小
数
の
ケ

ル
ン
バ
ッ
ト
が
p
第
四
紀
堆
積
暦
の
上

に
丘
陵
状
を
覆

し
て
ゐ
る
ほ
過
ぎ
覆

い
○

天
山
山
塊
､
脊
振
山
塊
は
北
西
-
南
米
の
断
簡
線
上

に
延
長
さ
れ
た
河
谷
に
ょ
つ
て
'
交
通
上
の
障
壁
む
や

わ
ら
げ
ら
れ
る
｡
其
の
主
を
も
の
は
p
基
山
'
田
代
'

中
脱
の
三
ヶ
所
か
ら
'
各
々
三
百
二
十
五
米
.
五
官
五

](1

こ
1



地

球

第
十
四
魯

十
米
､
五
百
二
光
(七
曲
峠
)
の
峠
む
越
し
て
那
珂
川
の

谷
に
下
る
も
の

鮎
2
醐
埼
'
佐
賀
か
ら
各
々
城
原
川
､

川
上
川
の
谷
を
上
っ
て
'
共
に
約
凹
百
八
十
米
の
大
内

峠
向
合
峠
に
よ
っ
で
宴
見
川
の
谷
は
至
る
も
の
､
佐
賀

か
ら
川
上
川
に
治
っ
て
上
-
､
四
百
五
十
米
の
峠
を
越

し
護
良
河
谷
は
よ
っ
て
横
幅
に
通
ず
る
者
等
で
あ
る
｡

此
等
は
純
然
た
る
紬
酒
上
の
交
通
路
と
し
て
は
侶
値
が

甚
だ
小
で
あ
る
.
筑
紫
平
野
か
ら
渦
岡
中
野

へ
は
'
少

し
-
迂
回
す
れ
ば
御
笠
州

(
山
口
川
と
の
分
水
界
は
約

三
十
五
米
で
あ
る
)
の
低
地
に
ょ
ら
れ
､
唐
津
方
面

へ

は
松
浦
川
塊
と
天
川
山
塊
と
の
界
を
な
す
巌
木
川

(
於

浦
川
の
支
流
)
｡多
久
川
(
六
角
川
の
支
流
)
の
谷
に
よ
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る

(
分
水
堺
の
峠
は
九
十
二
光
)0

絵
描
山
塊
は
第
三
紀
(育
第
三
配
合
泉
)暦
の
波
状
地

に
､
玄
武
岩
よ
ら
な
る
小
丘
が
あ
ら
は
れ
小
起
伏
山
地

を
を
し
て
ゐ
る
｡
有
山
町
附
近
の
如
-
峡
谷
状
を
な
し

て
ゐ
る
所
も
あ
る
が
､
枚
浦
川
本

･
支
流
､
有
附
川
等

は
蛇
行
し
っ
ゝ
援
流
し
て
甑
に
入
る
.
詐
3

河
に
拾
う
た
交
通
線
は
峠
を
越
す
時
に

急
坂
hLJ昇
ら

在
け
れ
ば
在
ら
な

い
O

第

三
批

完
ニ

二
二

･
筑
紫
平
野
は
'
九
州
で
､
澱
も
農
業
人
口
の
綱
密
夜

地
で
あ
･C/
地
形
的
に
は
脊
振
.
天
山
の
嗣
山
塊
の
南
方

が
中
央
線
を
非
と
し
て
陥
没
し
､
脊
振
山
塊
等
の
土
砂

が
運
搬
堆
積
さ
れ
て
成
壁
Lrb
れ
ね
沖
積
中
野
で
あ
る
｡

詰1
4朝

鮮
海
峡
斜
面
の
海
岸
地
は
沈
降
擬
音
の
特
色
撃

不

し
､
辻
村
氏
は
よ
れ
ば
､
沈
降
畳
は
小
3
-
､
割
d
Eは

新
し
い
沈
降
作
用
は
､
各
河
川
の
受
水
匿
域
の
銚
少
と

共
に
原
形
を
留
め
て
ゐ
る
ら
し
い
｡
海
中
は
散
在
す
る

島
哩
に
は
大
島

の
如
く
玄
武
岩
の
噴
出
に
ょ
つ
て

成
れ
る
も
の
が
多

い
｡

靴
1

塞
水
川
上
紙
に
於
け
る
古
川
原
｡
綾
部
の
扇
状
地
'
多
久
川

上
流
に
於
け
る
多
久
原
の
扇
状
地
は
'
袈
水
川

｡
多
久
川
に

ょ
っ
て
開
柿
が
逝
み
つ
1
あ
る
｡
廿
日
原
に
て
は
兇
北
よ
り

の
支
流
は
本
紙
と
の
分
流

那

附
虻
で
､
何
桁
は
二
光
も
高
-

小
体
を
恨
け
る
O

瓢
2

七
-;
峠
を
越
し
た
交
池
粗
は
､
脊
振
山
塊
の
炎
北
に
治
っ
て

賓
見
川
の
上
流
に
出
で
､
脇
山
の
盆
地
に
迫
ず
る
O

郷
珂
川
の
上
流
が
脊
粧
山
塊

の
7
部
を
横
断
し
て

へ
柿
岡
中

野
に
川
る
3'g
)
ゐ
る
伊
は
美
し
い
峡
谷
を
な
し
､
銑
紫
耶
鵜

演
と
桁
せ
ら
れ
る
｡



節-表 佐賀 大正10-141年5ケ年平均

七
曲
峠
を
油
ず
る
此
の
吏
油
紙
は
古
代
か
ら
飛
火
な
恐
我
を

和
し
た
ら
し
-
､
盤
水
川
が
中
野
に
あ
ら
は
れ
て
形
成
し
た

綾
部
崩
服
地
と
附
妃
の
川
雑

に
は
多
-
の
音
墳
'
有
罪
等
が

鞭
見
さ
れ
た
O
的
紙
も
あ
る
｡

耗
3

松
前Ii
川
は
土
地

の
隊
超
に
ょ
つ
て
形
成

き
れ
た
婦
人
蛇
行
呼

が
'
後
に
迦

っ
た
沈
降
作
用
に
影
申
さ
れ
た
椎
稀
に
ょ
つ
て

哩
枇
さ
れ
た

の
で
あ
る
ら
し
い
｡

託

4

土
地

の
隆
起
と
琳
和
作
用
に
よ
っ
て
成
虫
さ
れ
た
O
河
川
の

鵬
行
状
態
を
考

へ
る
な
ら
ば
昧
迦
仲
川
は
柚
め
て
徐

々
で
あ

る
か
､
城
は
減
傾
斜
比
鋤
か
も
知
れ
な
い
O
然
し
､
之
を
讃

す
べ
き
有
力
な
材
料
は
村
し
な

い
O
千
林
却

葉

に
つ
い

て
は

十
三
容

7
班
を
巻
胴
さ
れ
た
し
0

〓
'

気

候

第

l
蒙
､
第
二
表
は
大
正
十
年
か
ら
十
四
年
ま
で
五

ケ
年
間
の
平
均
で
あ
る
｡
気
温
の
最
低
は
､
大
正
十

一

Lido

節二表 佐賀 -A-71:10 - 14 '･l三5ケilll間 平 均

一 二 三 田 五 大 と ノ＼九 言 二 三



地

域

節

十

川

懸

軍

一
月
庸
氏
二
度
で
.
政
商

は
同
年
八
月
の
二
十
八
度

七
で
あ
る
｡
即
ち
各
月
亭
均
気
甑
の
較
差

は
二
十
五
度

八
で
鼎
皆
大
で
あ
る
｡
敢
79
較
差

の
小
n

い
の
は
大
正

十
年
で
p

一
月
五
度
七
､
八
月
は
二
十
七
度
五
p
較
差

が
二
十

一
度
八
と
な

っ
て
ゐ
る
｡
三
月
か
ら
四
月

へ
の

気
泡
の
上
昇

は
援
傾
斜
で
あ
る
が
､
四
月
か
ら
五
月
へ

は
急
に
飛
躍
し
て
ゐ
る
.
託
1

両
畳
は
太
平
洋
式
で
あ
る
が
､
八
月
及
び
十
月
か
ら

二
月
ま
で
の
少
両
が
著
し

い
O
八
月
で
は
大
正
十

一
年

二
十
種
が
敢
少
.
十
三
年
二
百
十
八
布
田
が
最
多
､
十

舟
で
は
十
年
の
十
六
種
が
敢
少
､
十
二
年
二
百
三
粍
八

が
敢
多
で
婁
化
が
著
し

い
｡
六
p
七
月
の
梅
雨
の
候
'

九
月
の
鼻
風
琴
に
著
し

い
桶
丑
が
あ
る
の
が
毎
年
の
例

で
あ
る
.
靴
2

第
三
表
は
佐
賀
に
於
け
る
風
向
の
観
測
を
方
向
別
は

閲
衷
は
し
た
も
の
で
あ
る
.
最
7?
多
き

は
静
穏
状
態
の

三
百
八
十
八
回
十
七

･
七
野
で
'
次
は
北
東
の
三
百
十

七
回
十
四
｡五
%
p
北
の
三
百
十
二
回
十
四
･
二
%
等
で

あ
る
｡
南

は
百
七
十
九
回
八
二

%
'

酉
は
百
六
十
二

解
三
故

7八凹

二
四

回
七
∴
二
%
で
あ
る
｡

託

3
､
謎
4E

第三衷 風向器 親 淵回教二一九一

〝

ゝ
一

託
1

各
日
平
均
二
i･託
庇
よ
1
;l榊縦な
る
日
数
は
六
月
二
｡五
'

七
月
二
十
丁
五
､
八
月
二
十
八･〇
､

九
月
八
｡八
､
合
計

甘
二
十
五
∴
八
日
で
､
等
庇
に
連

しな
い
日
は
T
月
○
｡
八

二
月
〇
二
ハ
､
十
二
八
〇
二

､
合
計
丁
五
日
で
あ
る
0

託
2

両
敦
の
多
い
呼
率
に
は
低
地
は
排
水
･4
好
な
ら
ず
､
錐
々
大

的
水
を
氷
た
す
｡

誰

3

窺
晩
と
降
水
叔



1

月

範

･睨

阿

｡
祝

融

4

風
向

)
2
↓

2
73

3
･･>
5

6↓
8

9
J

Lt

八
月

九

月

孟
･七

三

二

三二心
｡八

i.7
;j･
山
ハ

十
月

十

一
月

芯
･ニ
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T
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七日･1

卜
二
月
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i
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1
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7

18
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0

9

2

7
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7

第
二
･三
･
四

｡
正
岡
は
佐
製
測
候
所

(毎
日
六
回
観

測
)
及
び
九
観
測
所
(
毎
日
午
前
十
時

41
回
観
測
)
の
観

測
表
に
よ
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
.
乗
組
は
す
べ

て
.
午
前
十
時
観
測
の
も
の
で
あ
る
｡

各
観
測
地
は
､
そ
れ
-
hl
溶
接
高
庇
･,宕
典
に
す
る
が

各
地
に
於
け
る
垂
匿
の
気
湿
塵
化
む

正

確

に
知
-
得

ず
二

つ
に
は
､
其
の
土
地
の
采
配
と
寓
按
に
知
る
低
利

の
為
に
p高
庇
に
ょ
る
更
正
む
し
を
か
っ
た
｡
叉
小
城
､

植
野
､
東
陽
の
三
ヶ
所
の
他
は
､
二
十
光
以
下
の
渦
紋
高

枕

到

櫛

の
地

球

.

度
に
あ
-
､
高
庇
育
米
に
付

き
○
女

鹿
と
す
る
も
更
正

の
倍
は
〇
二

度
に
蓮
せ
ず

､駐
正
の
意
味
#
･な
さ
覆

い

も
の
と

し
LtJ
除
外
し
て
も
よ

い.と
恩
ふ
｡
小
城
は
約
二

十
五
米
の
高
庇
に
あ
る
が
之
む
も
除
-
琴

b
ば
'
嬉
野

六
十
九
米
と
古
湯
の
二
百
十
米
と
が
残
る
｡
今
､
若
し
夏

に
於
け
る
高
度
育
米
は
付
き
気
温
塵
化
む

〇
･五
圧
､
各

む
O
｡六
度
と
し
て
算
哩
す
れ
ば
､
嬉
野
で
は
夏
〇
･
三

四
五
度
､
冬
C
･
四

一
四
度
を
.
育
湯
で
は
夏

二

〇
五

虎
､
冬

二

二
六
度
を
加
算
す
れ
ば
よ
い
rJ
と
は
在
る
C

一
会

二
五



第
三
班

l
八
六

二
六

第
二
間
は
八
月
(
最
高
況
月
)
の
等
汎
祝
園
で

あ
る
｡
海
岸
地
方

･
山
地
は
温
度
精
々
低
-
､

天
山
山
塊
の
韮
宙
麓
か
ら
絵
描
山
塊
の
兼
摘
発

に
五
つ
三
向
温
む
表
は
す
｡

第
三
閲
は

1
月
(
最
低
弧
月
)
の
等
温
線
園
で

あ
る
｡
第
二
閲
と
此
醸
し
て
'
最
も
大
き
な
違

以
は
'
最
高
渦
の
地
が
唐
津
で
､
之
は
次
ぐ
地

の
伊
薦
且
と
鹿
島
79
共
に
海
樺
は
春
す
る
rJ
と

で
あ
る
｡
殊
に
北
方
に
開

い
た
轡
は
面
す
る
唐

津
の
敢
高
温
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
O
低
脱
の

地
は
多
良
岳
火
山
北
龍
嬉
野

｡
脊
振

･
天
川
山

塊
の
両
聞
古
湯
及
び
筑
紫
平
野
の
中
心
佐
賀
で

あ
る
｡

此
ほ
於
で
'
前
述
の
駐
正
を
二
ヶ
所
に
限
っ

て
用
ひ
る
な
ら
ば
'
第
二
園
に
於
で
は
二
十
九

度
玉
を
越
す
地
が
､
古
湯
か
ら
酉
南
嬉
野
附
近

ま
で
濃
る
外
は
唾
化
HLJ離
め
稗
を

い
｡
即
ち
第

二
閲
を
直
観
し
て
思
考
さ
れ
た
修
件
の
鼻
先
を

夜
n
ず
ほ
す
む
｡
第
三
間
に
於
い
て
は
､
育
敬



臨

仙八
旗

の
地

哩

44
9

二
七



くつ
地

鵬
十
四
怨

詐
三
批

1人八

二
八

は
六
度
三
に
近
-
衣
-
p
嬉
野
は
五
度
六
に

在
る
の
で
､
多
良
岳
火
山
裾
野
む
除
-
他
の

地
方
で
は
多
少
の
相
違
せ
る
観
察
が
覆
さ
れ

る
｡
則
ち
､
佐
賀
は
平
野
の
中
心
で
最
低
組

(
此
の
低
温
は
熊
木
か
ら
筑
紫
平
野
地
方
に

隣
る
も
の
･J
北
部
を
夜
す
も

の
と

恩

は
れ

る
)
を

不
L
t
其
の
他
は
酉
'
或
は
西
北
よ

-
束
,
或
は
兼
閲

へ
挽
度
が
漸
減
す
る
｡

第
四
閲
は
各
月
敢
高
低
乗
組
撤
差
の
金
年

平
均
較
差
聖
杯
し
た
も
の
で
あ
る
｡
教
も
小

夜
る
は
'
唐
津
の
八
度
七
で
､
十
度
に
達
し

な

い
の
は
佐
賀

･
嬉
野

･
伊
常
里
の
凶
ヶ
所

で
あ
る
｡
敵
も
大
き

い
の
は
古
湯
の
十

一
度

玉
で
､
鳥
栖
の
十

一
度
三
が
之
は
次

い
で
ゐ

る
｡
之
を
要
約
す
れ
ば
､
多
良
岳
火
山
地
か

ら
松
浦
山
地

･
脊
振
山
地
む
経
て
東
方

へ
横

る
地
は
p
紙
皿
の
較
差
が
大
き
-
､
朝
鮮
源

峡
沿
岸
敦
も
小
さ
-
､
有
明

海
沿
岸
が
其
の

中
間
で
あ
る
と

い
へ
る
O
訪
LD



佐

幻

燐

の
地

理

第
五
同
は
六
'
七
'
八
の
三
ケ
月
合
計
降
水
畳
分

布
間
で
あ
る
｡
三
ケ
月
<
=計
社
用
以
'

各
年
の
計
.T省

略
し
な
の
は
､
分
布
の
型
式

に少し
も
経
化
が
な
く

却
っ
て
よ
-

-i
圏
明
瞭
在
る
鶴
で
あ
る
｡
唐
津
は
全

年
ほ
て
7g
液
も
少
-

一
千
六
百
二
十
四
粍
'
古
傷
は
･

澱
も
多
-
二
千
三
Lm
九
十
記
粍
で
あ
る
｡
脊
振
山
地

天
山
山
地
及
び
'
多
良
岳
火
山
地
方
は
降
水
最
多
-

靴
6

枚
浦
山
地
か
ら
筑
紫
平
野

完
竹
は
制
令
に
少

い

地
方
で
あ
る
｡
挑
7

温
鹿
は
会
年
平
均
で
は
､
小
城
の
七
十
%
六
と
鹿

島
の
七
十
七
%
四
と
の
間
で
あ
り
､
朝
鮮
海
峡
斜
面

の
唐
津
､
伊
南
里
は

.i
月
も
七
十
六
%
を
超
え
'
六

月
政
も
大
で
八
十
%
前
後
に
及
び
､
三
月
p
十
月
頃

が
七
十
二
%
近
-
で
あ
る
｡
夏
季
は
温
度
の
大
在
る

は
暑
さ
の
感
じ
を
椅
太
す
る
も
の
で
あ
る
が
'
常
は

溢
風
が
布
す
る
馬
に
之
を
和
ら
げ
､
佐
蟹
版
で
は
政

も
良
好
在
る
気
候
の
地
で
あ
ら
う
｡
証
8

筑
紫
平
野

の
各
地
で
は
-
鹿
島

｡
嬉
野
を
除
-
-
冬
小
さ
-
､

六
､
七
月
に
最
大
は
蓮
す
る
｡
温
度
の
多
少
を
風
向

]先

二
九



地

球

節

十

円

怨

と
組
係
せ
し
め
て
考
察
す
る
と
次
の
如
-
で
あ
る

｡

筑

紫
平
野
で
は
'
各
々
東
風
(
武
雄
｡鹿
島
Y
問
凪
(
嬉
野

)｡

北
兼
凪
(
小
城
)
･
南
風
(
鳥
栖
･榊
埼
･佐
賀
)
の
多

い
時

季
に
温
舵
が
大
で
あ
-
､
其
の
正
反
封
の
風
向
の
時
.

小
夜
る
傾
向
が
著
し

い
｡
古
湯
で
は
北
風
が
鹿
越
し
p

南
風
の
時
は
温
皮
が
小
ru
い
｡
唐
津

･
伊
萌
単
で
は
共

は
北
風
が
蛮
越
し
p
南
風
が
卓
越
す
る
七

､
八
月
に
は

乾
燥
す
る
｡
訊
9
'
訊
l

石
を
要
約
す

れ
ば
､

脊
振
山
地
は
気
配
低
-
較
差
大

き
-
p
開
丑

は

多
い
｡
飴
浦
地
位
は
簡
裁
少
-
未
配
の

較
差
は
中
等
で
あ
る
が
､
海
岸
地
で
は
気
湿
の
較
差
小

rT,-
敢
72
温
暖
で
あ
る
｡
乙
姉
は
封
罵
暖
流
の
北
上
す

る
梅
津
と
､
卓
越
北
風
と
の
影
響
と
恩
は
れ
る
｡
筑
紫

平
野
は
相
恩
は
西
南
部
鹿
島
地
方
に
少

い
が
概
し
て
遮

新
に
は
十
分
で
あ
る
｡
気
温
の
較
差
は
山
地
に
近
づ
-

ほ
つ
れ
で
槍
大
す
る
｡

一
般
に
風
向
は
北
及
北
東
が
多

-
商
が
之
は
次
ぐ
｡

以

上

ほ

て

簡

略

に
佐
賀
堀
地
方
の
気
侠
憧
件
の
敗
ケ

む
記
述
し
た
｡
精
密
な
気
候
撃
的
研
究
は
本
文
の
目
的

で
在
-
'
叉
p
此
ほ
は
詳
細
在
研
究
む
し
を
-
と
も
大

第

三
出

品

〇

三〇

在
る
支
障
を
水
芸
な

い
と
思
考
す
る
馬
は
､
詳
細
は
後

の
研
究
は
待
つ
fJ
と
は
す
る
｡

計
ら

殺
到
満
祐
脱
皮
の
紬
は
武
郷
に
於
て
明
治
的
十
三
年
八
月
十

五
円
椛
氏
四
十

i
舵
滋
に
近
し
'
叔
低
粒
の
柚
は
良
脚
に
於

て
明
約
三
十
五
咋
二
月
十
五
日
稀
氏
零
下
十
八
度
三
に
下
降

し
た
0

番
月
平
均
払
庇

の
仝
舛
粍
差

市
似
二
十
糊
庇
的

鵬
野
二
十
三
度
九

武
雄
二
十
三
度
三

位
賀
二
十
三
鑑
三

小
城
二
十
三
比
二

神
埼
二
十
二
度
九

滋
脚
二
十
二
皮
八

牌
鵜
二
十
二
度
E
I

牌
津

二
十
二
度
的

仰
前
射
二
十

一
度
五

詐

6

多
良
t州=
火
山
附
妃
は
小派
多
-
'
航
韓
.路
と
-
て
地
物
な
地
方

で
あ
る
'
火
中
押
横
断
鵬
行
脚
究
中
の
墜

僻
飛
行
士
の
治
雄

地
で
あ
る
.

託
7

昭
和
四
咋
舷
草
地
は
松
浦
牛
砧
か
ら
杵
島
､
港
沖
附
郡
に
著

し
か
つ
L
'.
今
､
各
州

の
目
地
抑
桝
に
封
す
る
赫
栄
､
沼
地

沼
地
等

の
甘
分
比
を
示
せ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
.

佐

幻

市

佐

幻

郡

紳

輔

抑

三
巷
北
都

%

一
〇

･二

如
始

浦郡

五
エ
I

O
∴
ハ

四
枚

浦郷

七
エ
ハ

!
二
･
六

都

鳥
那

三

エ
ハ

八
｡
四

溢

沖

郡

六
｡
四



小

城

郡

∵
こ

勝

田
｡
九

位
別
郷

｡
小
城
邦
は
非
骨
に
洞
他

称
が
少

い
｡
恨
令
鵬

で

は
立

%
に

泣
し
な
い
0
位
架
市
の
水
t.=J｡
杵

島

那
･戯
津
郡

に
て
ほ
拙

瀬

川
と
し
て
地
下
水
が
利
川
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
｡

詐
8

此
の
地
方
(朝
鮮
脂
妖
術
揮
)
の
十
二
'

1
.
二
月
頃

の
鼠
汎

悦
鹿
､
風
速
等
は
人
軸
の
僻
柵
析
劫
に
政
池

の
も
の
で
あ
ら

う
0

談

9

風

向

及
舶
庇

(叔
多
帆
内

と
粘
度
)

新

詳

円

本

地
学

論

文

集

(空

ラ
イ

マ

ン
-

日
本
油
同
調
査
第
二
年
報

(

こ

本
肺
は
ラ
イ

マ
ン
(B
e
n
ja
Tn
h

S
mi

th

L
ym
an
t835-
19

2
0
)
の
R
ep
o
r

t

on
the

S
e
c
o
nd
Y
e
a
r
.S
Pr
ogr
e
ss
O
f

t
h
e

S
u
r
v
e
y

o

f
th
e
O

i

t
L
a
n

ds
of
J

a
p
a
n
･
T

C,ke
i,
18
7
8

を
珊
越
し
た

も

の

で
二
部
省

の
川
収
に
か
1
る
O

ラ
イ
マ
ン
の

主

嬰
な
軸
骨

で
あ
る
北
晦
,措
他
部
枇
軸

を
弛

せ
む

か
つ
L
J
の
は
:::=
岬

日

本
評

の
刊
行
き
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
か
ら

こ
の

f
m
を
進
ん
だ

筋
課
目
本
地
弊
翰
支
払

の
で
あ
る
｡

調

-
宜

轟

輩

泊

等

工
部
卿
赤
筋
取
扱

il
j

･

伊

藤

閣

下

謹
ん
で

一
八
七
八
年

一
月
に
至
る
日
本
油
田
調
査
の

山
九
1

三
1


